













例として」とかえ、FS（フィージビリティ研究）を行いました。その FS をうけて、2005 年 3
月に評価委員会の審査がありましたが、言語学的手法に対する問題点や 5 年という期間での研
究計画の妥当性などが指摘され、PR（プレリサーチ）には進めませんでした。


























　ここで、2006 年 11 月に参加したトルクメニスタンでの国際シンポや 2007 年 10 月に行った
イランでの遺跡訪問などを取り上げて、本プロジェクトにおける国際的な研究者ネットワーク
の構築状況について、少し述べておきます。







なものとなりました。現在、プロジェクトで出版している Occasional Paper には世界各地からの
投稿があります。これは、こうした世界的な研究者ネットワークを構築してきたおかげである
と、自負しているところです。
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